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株主の皆様へ 

日東電工株式会社 

 

 

第１５９回定時株主総会の質疑応答要旨について 

 

・事前質問について 

（質問要旨） 中期経営計画の進捗状況 

（回答役員） 髙﨑取締役社長 

（回答要旨） 事業報告に記載のとおりです。加えて、当社は「ＥＳＧを経営の中心に置

く」との方針のもと、当社製品の中から、Planet Flags™／Human Flags™

を認定する制度を構築しました。2023年度に、当該制度の浸透やブラッシ

ュアップを図った結果、新たに 14製品が認定され、計 24製品となりまし

た。 

 

（質問要旨） 株式分割を実施する理由 

（回答役員） 髙﨑取締役社長 

（回答要旨） 当社株式は 2024 年９月 30日を基準日として、翌日の 2024年 10月１日付

で５分割されます。本株式分割については、東京証券取引所の要請だけで

はなく、株主総会での株主様からの意見や、株主アンケートでの希望を踏

まえ、取締役会にて議論したうえで決定しました。 

 

（質問要旨） 取締役社長の後継者計画 

（回答役員） 髙﨑取締役社長 

（回答要旨） 2023 年度において、選抜教育体系や人事制度を改定し、新たな人財育成制

度を整備しました。また、取締役会などの会議体での議案説明や報告の際

の会議体メンバーからの厳しい質疑を通じて、経営者候補は育成されると

考えています。とりわけ、社外役員が参加する取締役会は、経営者候補の

育成の場です。 

今後も経営・指名・報酬諮問委員会の意見を伺いながら、公平性や透明性

を確保する方向へブラッシュアップし、より若手が経営に参画できる機会

を増やすような変革をしていきます。 

 

（質問要旨） 韓国子会社の清算手続きに関する抗議活動 

（回答役員） 髙﨑取締役社長 

（回答要旨） 当社グループであった「韓国オプティカルハイテック社」は、火災により
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事業継続が不可能になりました。300人の元従業員については、十分に話

し合いの場を持ち、円満に退職いただいており、現在、清算手続きを適法

に実施しているところです。 

一方、同社の元従業員の数名が抗議活動を開始し、支援者とともに工場の

一部施設を占拠し、同社の解体工事に支障をきたしています。日本国内に

おいても、支援者による抗議活動が行われています。 

当該清算手続きは、韓国内の同社における韓国の法令に基づく手続きであ

り、適法性が認められています。当社としましては、同社の清算手続きを

引き続き見守っていきます。 

 

（質問要旨） 株主総会への同伴者の参加 

（回答役員） 髙﨑取締役社長 

（回答要旨） 株主総会は株主様の審議の場であり、株主様以外の出席はできません。 

 

（質問要旨） 水道用膜モジュールにおける不適切行為 

（回答役員） 髙﨑取締役社長 

（回答要旨） 本件については、外部専門家で構成される調査委員会を設置し、先般、調

査委員会から報告書を受領しました。今後は、調査委員会の提言を踏まえ

た再発防止策を講じ、さらなるコーポレート・ガバナンスの向上に取り組

みます。なお、調査委員会からは、当社の検査内容について、厚生労働省

令に定める基準に満たない結果をもたらすことは考え難く、水道利用者に

影響を及ぼすものではないとの報告を受けています。 

 

・当日質問について 

（質問要旨） 中期経営計画の財務目標達成に向けての施策について 

（回答役員） 髙﨑取締役社長 

（回答要旨） ①ハードディスクドライブ用のＣＩＳ（Circuit Integrated Suspension）

は需要が急速に回復しています。ベトナムに新工場を建設し、お客様の要

望に応える準備が整いました。②スマートフォン向け高精度基板は競合参

入の可能性がなくなり、亀山事業所に新工場を建て、供給体制は万全とな

りました。③偏光板とセットで使う透明粘着シート（ＯＣＡ）は、スマー

トフォンだけではなく、車載用途でもなくてはならない地位を確立してい

ます。滋賀事業所で新しい設備を導入し対応しています。④核酸医薬受託

製造は、新たに商用薬対応を開始し、米国ボストンにある Nitto Avecia

社に新工場を建設し、大型案件の受注を開始しています。 

加えて、為替について、円安が続き、当社の追い風となっています。 
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以上を総合して、私は、中期経営計画達成に向けての手応えを感じていま

す。 

 

（質問要旨） 韓国子会社の清算手続きについて 

（回答役員） 髙﨑取締役社長 

（回答要旨） 事前質問で回答したとおりです。 

  

（質問要旨） キャッシュの使い道について 

（回答役員） 伊勢山取締役 

（回答要旨） 資金使途の優先順位は、①設備投資、②配当、③Ｍ＆Ａ、④自社株買いと

しています。また、株主還元については、安定的な配当でＤＯＥ４％以上

の維持を目指し、機動的な自己株取得によって預金残高を適切な水準で維

持することによって、資本効率を向上させていきたいと考えています。 

 

（質問要旨） 監査役候補者の選任理由について 

（回答役員） 髙﨑取締役社長 

（回答要旨） 当社では、役員選任基準を設けています。候補者決定の際には、この基準

の該当性を十分議論しています。 

 

（質問要旨） 株主総会会場での株主資格確認方法について 

（回答役員） 髙﨑取締役社長 

（回答要旨） 議決権行使書の所持によって、株主資格を確認しています。 

 

（質問要旨） 株主としての期待（メッセージ） 

 

（質問要旨） 中期経営計画の達成に向けた意気込みについて（メッセージ） 

 

以上 


